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招待講演：LaaS とブロックチェーン 

岸上順一 (室蘭工業大学) 

【概要】 

 Learning as a service という概念の元，ブロックチェーンを用いた学籍，職歴，資格な

どの流通と利用を促し，リカレント教育（生涯教育）の活性化を行う 

【職歴】 

1980 年 日本電信電話公社入社 武蔵野通信研究所 

1994 年 NTT アメリカ副社長 

2007 年 NTT 理事，サイバーソリューション研究所所長 

2012 年 マレーシア UTAR 大学教授

2014 年 りらいあコミュニケーションズ(株) 社外取締役 

同   W3C アドバイザリーボード 

2018 年 室蘭工大 地域協働機器センター長 兼 AI ラボ長 

現在に至る 

【研究開発歴】 

1980 年～ 磁気ディスク，特に薄膜ヘッドの研究 

1985 年～ 記憶装置システムの開発 

1990 年～ Video-on-demand の商品開発 

1995 年～ インターネット（ISP）サービス開発

2000 年～ コンテンツ ID の研究，IPTV 標準化，RFID の研究開発

  （デジタルコンテンツとインターネット応用の研究） 

2005 年～  機械学習の研究開発 

  （今の AI 技術に結びつく研究） 

2015 年～  情報学 × 水産学，農業，教育など，ブロックチェーン 

現在はBlockchainに最も興味を持ち，2017年に「ブロックチェーン技術入門」を出版．

その他 AI, IoT 技術を用いて北海道の第 6 次産業化の研究等に興味を持つ． 
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